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出るとこだけ!ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄﾃｷｽﾄ&問題集 2023年版 城田 比佐子 007.6 ｼﾛ 2023 翔泳社

忘れる読書 落合 陽一 019 ｵﾁ  PHP研究所

世にも奇妙な博物館 丹治 俊樹 069 ﾀﾝ  星雲社

｢ﾛﾝﾘ｣の授業 NHK『ﾛﾝﾘのちから』 116 ﾆｯ  三笠書房

ﾌﾗﾝｽの高校生が学んでいる10人の哲学者 ｼｬﾙﾙ･ﾍﾟﾊﾟﾝ  130.2 ﾍﾟﾊﾟ  草思社

世界は五反田から始まった 星野 博美 213.6 ﾎｼ  ｹﾞﾝﾛﾝ

ﾊﾞｶと無知 橘 玲 304 ﾀﾁ  新潮社

15歳からの社会保障 横山 北斗 364 ﾖｺ  日本評論社

情報学部 漆原 次郎 376.8 ｳﾙ  ぺりかん社

ｾﾚﾝﾃﾞｨﾋﾟﾃｨ R.M.ﾛﾊﾞｰﾂ  402 ﾛﾊ  化学同人

科学の歳事記 渡辺 政隆 404 ﾜﾀ  教育評論社

なぜ私たちは理系を選んだのか 桝 太一 407 ﾏｽ  岩波書店

宇宙を解くﾊﾟｽﾞﾙ ｶﾑﾗﾝ･ｳﾞｯﾌｧ  421 ｳﾞｧ  講談社

量子の世界をみる方法｢ｽﾋﾟﾝ｣とは何か 村上 洋一 421.3 ﾑﾗ  講談社

宇宙の終わりに何が起こるのか ｹｲﾃｨ･ﾏｯｸ  443.9 ﾏｯ  講談社

ｶﾗｰ図解脳の教科書 三上 章允 491.3 ﾐｶ  講談社

やる気1%ごはん まるみｷｯﾁﾝ 596 ﾏﾙ  角川書店

若者を地域の仲間に! 中川 玄洋 他 610.7 ﾂﾂ 同窓生 筑波書房

世界をゆるがしたｱｰﾄ ｽｰｼﾞｰ･ﾎｯｼﾞ  702 ﾎｯ  青幻舎

もっと知りたい葛飾北斎 改訂版 永田 生慈 721.8 ﾅｶﾞ  東京美術

北斎になりすました女 檀 乃歩也 721.8 ﾀﾞﾝ  講談社

ｳﾁﾀﾞﾒﾝﾀﾙ 内田 篤人 783.4 ｳﾁ  幻冬舎

此の世の果ての殺人 荒木 あかね 913.6 ｱﾗ  講談社

この世の喜びよ 井戸川 射子 913.6 ｲﾄ  講談社

爆弾 呉 勝浩 913.6 ｺﾞ  講談社

曲亭の家 西條 奈加 913.6 ｻｲ  角川書店

小説すずめの戸締まり 新海 誠 913.6 ｼﾝ  角川書店

踏切の幽霊 高野 和明 913.6 ﾀｶ  文藝春秋

ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞｱﾆﾒ! 辻村 深月 913.6 ﾂｼﾞ  ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ

川のほとりに立つ者は 寺地 はるな 913.6 ﾃﾗ  双葉社

わたしの良い子 寺地 はるな 913.6 ﾃﾗ  中央公論新社

騒がしい楽園 中山 七里 913.6 ﾅｶ  朝日新聞出版

ﾀｽｷﾒｼ-五輪- 額賀 澪 913.6 ﾇｶ  小学館

ﾗｰｹﾞﾘより愛を込めて 辺見 じゅん  913.6 ﾍﾝ  文藝春秋

あの子とQ 万城目 学 913.6 ﾏｷ  新潮社

信仰 村田 沙耶香 913.6 ﾑﾗ  文藝春秋

#真相をお話しします 結城 真一郎 913.6 ﾕｳ  新潮社

忍者に結婚は難しい 横関 大 913.6 ﾖｺ  講談社

“正しい"を疑え! 真山 仁 914.6 ﾏﾔ  岩波書店

われこそ紅し満天星 湯山 ちいほ 916 ﾕﾔ 同窓生 文理閣

三体0 劉 慈欣 923.7 ﾘｳ 0 早川書房

２００　歴史・地理

新着本の紹介　　　

書　　　名

０００　総　記

１００　哲学・心理学

３００　社会科学

４００　自然科学

５００　技　術

６００　産　業

７００　芸　術

９００　文　学

１月19日、第168回芥川賞・直木賞が発表されました。芥川

賞は井戸川(いどがわ)射子(いこ)さんの『この世の喜びよ』と佐

藤厚志さんの『荒れ地の家族』、直木賞は小川哲(さとし)さんの

『地図と拳』と千早茜さんの『しろがねの葉』です。両賞とも

にﾀﾞﾌﾞﾙ受賞となりました。

芥川賞・直木賞は文藝春秋社内の日本文学振興会にて選考さ

れる賞です。芥川龍之介、直木三十五、両名の業績を記念して

小説家の菊池寛が創設しました。芥川賞は純文学、直木賞は大

衆文学の新人に与えられます。ただし直木賞は近年ではすでに

活躍している中堅作家やﾍﾞﾃﾗﾝ作家が受賞することが多くなりま

した。年2回選考され、1月と7月に発表されます。

近年の芥川賞をみると、2020年に沼津にもゆかりのある宇佐

見りんさんが『推し、燃ゆ』で受賞しました。2015年にお笑いﾀ

ﾚﾝﾄの又吉直樹さんが『火花』で受賞したことは当時話題となり

ました。本校OBの井上靖さんは1949年に『闘牛』で受賞してい

ます。

直木賞の過去の受賞作を見ると、2016年恩田陸さんの『蜜蜂

と遠雷』や2011年池井戸潤さんの『下町ﾛｹｯﾄ』があります。ど

ちらも映像化されていますので、存じの方が多いでしょう。ま

た東野圭吾（2005年『容疑者Xの献身』）、重松清（2000年

『ﾋﾞﾀﾐﾝF』）など今でも活躍している作家も多くいます。

今回の受賞作で私が気になっているのは、芥川賞の『この世

の喜びよ』です。まだ読んではいないのですが、二人称で書か

れている点に興味を引かれます。「言葉にならない感情を呼び

さましていく」と作品紹介にあり、文字による芸術なればこそ

の感動があるのではないかと期待しています。

また『荒れ地の家族』で受賞した佐藤厚志さんは書店員さん

だそうで、自分の作品が自分の勤める書店で販売されるという、

なんともｼｭｰﾙな経験をなさっているようです。作品は東日本大

震災の津波に襲われた土地が舞台です。直木賞はどちらも時代

小説のようで、こちらも面白そうな作品です。

図書館では今回の受賞作をはじめ過去の受賞作も揃えてあり

ます。興味をもった方はぜひ図書館に足を運んで下さい。

そうそう、今年で20回目となる本屋大賞の候補作も発表され

ました。こちらも図書館に揃えています。大賞の発表は4月です

ので、いまから候補作を読んでどれが受賞するか予想してみる

のも面白いかもしれません。
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